
天竜厚生会の健康課題１

定期健康診断結果から

課題１．健康診断総合判定においてＡ判定（良好）以外の職員が
増えています。
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天竜厚生会の健康課題１（補足情報）

定期健康診断結果から

精密検査受診率は、前年度比約３ポイント上昇しました。しかしな
がら、目標の７０％へはまだ未達です。引き続き受診勧奨が必要
です。
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天竜厚生会の健康課題２
定期健康診断結果から（協会けんぽ事業所カルテより）

課題２．生活習慣病リスクとして腹囲・血圧・代謝（血糖）・脂質のうち脂質リスク
においては静岡支部平均及び同業態全国平均より高い数値です。一方で、生
活習慣改善の一つである運動習慣の改善が必要です。

脂質リスク保有率

年度 当法人
静岡支部
平均

同業態
全国平均

2019 26.1% 27.4% 22.7%

2020 27.1% 28.1% 23.2%

2021 29.0% 28.0% 23.6%

2022 29.8%- -

1回30分以上軽く汗をかく運動を週2日以上、
1年以上実施している者の割合

年度 当法人
静岡支部
平均

同業態
全国平均

2019 15.5% 24.3% 18.4%

2020 16.2% 21.9% 18.4%

2021 17.0% 22.6% 18.9%

2022 19.6%- -

日常生活において歩行又は同等の身体活動を
1日1時間以上実施している者の割合

年度 当法人
静岡支部
平均

同業態
全国平均

2019 35.0% 37.0% 43.3%

2020 35.3% 37.8% 44.0%

2021 36.3% 38.8% 44.9%

2022 43.3%- -

ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速い者の割合

年度 当法人
静岡支部
平均

同業態
全国平均

2019 34.0% 42.0% 42.0%

2020 32.7% 41.3% 41.4%

2021 33.3% 41.4% 41.4%

2022 32.4%



天竜厚生会の健康課題に対する取り組み

課題１・２から、改善案として

「運動機会の促進」を挙げ、
取り組んでいきます。

①「はままつ健康クラブ」への
参加

浜松市公式ヘルスケアアプ
リ（浜松健幸クラブ）を活用す
ることで、日々の取り組みを

見える化ができます。アプリ
では歩数、距離、消費カロリ
ーなどを把握することができ
ます。

浜松健康クラブへ天竜厚生
会を企業登録しましたので、
天竜厚生会内でのランキン
グ競争や企業対抗もできま
す。誰が法人No.1になるか、
そして天竜厚生が企業No.1

になれるのかみなさんでチャ
レンジしましょう。



天竜厚生会の健康課題に対する取り組み

②天竜厚生会ウォーキン
グコースポスターのリニュ
ーアル

当法人本部構内でのウォ
ーキングコースポスターを
リニューアルしました。季節
ごとに楽しめるスポットを載
せましたので是非活用して
ください。

30～40分で完歩できる
３ｋｍコースです。

どこの施設もコースに隣接
しており気軽に参加できま
す。

消費カロリー142kcal（おに
ぎり0.9個分）



天竜厚生会の健康情報 ストレスチェック

2022年度ストレスチェック「総合健康リスク」より

※仕事の負担、職場のサポート、総合は、100を平均として値が小さいほど健康リスクが低く
良い評価です。

〇当法人の仕事の負担は平均的ですが、職場のサポートが大きく、総合判定で
は良い結果になっています。
〇業種平均と比較すると、同業種は昨年度より数値が大きくなり健康リスクが高
まっていますが、当法人は昨年度と大きな変化はなく、良い状態を保っています。
〇全国平均と比較すると、当法人の仕事の負担はほぼ同水準、職場のサポート
は当法人の方が大きく、総合判定では良い結果になっています。

職場名 人数 仕事の負担 職場のサポート 総合

全国平均 540,081 98

（-1）
95

（-1）
93

（-2）

業種平均 119,148 102

（+1）
93

（+5）
94

（+6）

当法人 2,289 101

（+1）
89

（0）
89

（0）



天竜厚生会の健康情報 有給休暇取得率

2022年度職種別有給休暇取得率

全体平均は67.0%です。
下記参考数値と比較して、全業
種や医療福祉の取得率を上回
っています。
職種により取得率の差が大きい
ことが課題に挙げられます。

参考数値
2022年度
全業種 58.3%

医療福祉 60.3% （取得日数9.9日÷付与日数16.4）

電気・ガス・熱供給・水道業（業種別で最大値） 付与日
数19.3日、取得日数 13.8日、取得率71.4％

1,000人以上（当会が属する会社規模） 付与日数18.5

日、取得日数11.7日、取得率63.2％

職種名称 人数 取得率（％）
ケアワーカー
（介護職）

936 64.7

保育教諭 408 71.3
調理員 131 60.8

ソーシャルワーカー
（相談員） 130 60.1

看護師 120 79.7
アテンダント 98 76.4
事務員 81 77.7
保育士 68 75.7
管理職 66 50.1
准看護師 53 82.6
ケアマネジャー 37 55.8

ヘルパー 21 68.5
管理栄養士 21 58.6
全体 2,194 67.0



天竜厚生会の健康情報 平均勤続年数と離職率

平均勤続年数は2018年度以降伸びています。
離職率は2022年度は1ポイント上昇しましたが、2018年度以降下降傾向です。

離職率が下がった要因

①安定した雇用機会の提供
②処遇改善加算金の支給等
を含む給与改善
③健康診断やストレス
チェックによる健康改善機
会の促進

職員処遇の改善の影響が大
きいと思われます。


